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吉
永
雪
男
議
長
が
強
要
未
遂
容
疑
で
逮
捕
さ
れ

る
と
い
う
異
例
の
事
態
を
受
け
、

１２
月
定
例
会

の
最
終
日
に
議
長
不
信
任
決
議
案
が
提
案
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
多
大
な
こ

迷
惑
を
か
け
、
議
会
を
混

乱
さ
せ
た
責
任
は
重
い

‐２
月
定
例
会
直
前

の
Ｈ

月
２８
日
、
吉
永
雪
男
議
長

が
市
内
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
エ

事

に
関
連
す
る
強
要
未
遂

容
疑

で
逮
捕
さ
れ
る
と

い

う
異
例

の
事
態
が
発
生
し

ま
し
た
。

市
民
の
皆
様

に
は
多
大

な
る
ご
迷
惑
と

ご
心
配
を

お

か

け
す

る
と

と

も

に
、

議
会

に
対
し
多
く

の
お
叱

り
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し

た
。か

ね
て
よ
り
嘉
麻
市
議

会

に
お

い
て
は
、
議
会
運

営

の
正
常
化
を
求
め
る
決

議
を
可
決

し
、

「議
員
と

し
て
の
品
位

の
保
持
と
遵

守
事
項
を
再
確
認
す

る
」

と
と
も

に
、
政
治
倫
理
の

確
立

に
関
す
る
決
議
も
可

決

し
、

「市

民

の
信
頼

に

値
す
る
倫
理
性
を
自
覚
し
、

市
民
に
対
し
自
ら
進
ん
で

そ
の
高
潔
性
を
実
証
す

べ

く
、
公
職

の
立
場

に
あ
る

議
員
と
し
て
の
役
割
を
再

確
認
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
次
回

一
般
選
挙

か
ら
議
員

の
定
数
を
２２
名

か
ら
４
名
削
減
し
、

１８
名

と
す
る
な
ど
、
積
極
的

に

議
会
改
革

に
も
取
り
組
ん

で
ま

い
り
ま
し
た
。

病
気
等
正
当
な
理
由

で

の
欠
席

で
あ
る
な
ら
と
も

か
く
、
本
人
又
は
弁
護
士

か
ら
の
欠
席

の
届
け
も
な

く
、
逮
捕
、
勾
留
と

い
う

理
由

で
の
欠
席
は
、
本
市

議
会

に
お

い
て
前
例

の
な

い
こ
と
で
あ
り
、
誠

に
残

念

で
遺
憾
な

こ
と
で
あ
り

ま
す
。

定
例
会

の
冒
頭
、
副
議
長

よ
り
、
市
民

の
皆
様

に
議

会
と
し
て
お
詫
び
を
述

べ

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の

件
は
非
常

に
重
大

で
、
そ

れ
だ
け
で
は
、
市
民
の
皆

（

様

の
信
頼
を
回
復
す
る
第

一
歩

に
な
り
え
な

い
と
考

え
ま
す
。

全
員
協
議
会

に
お

い
て
、

吉
永
雪
男
議
長
は
議
長

の

職
を
辞
す
る
意
向
は
な

い

と
確
認
さ
れ
た
旨

の
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
議

会
を
代
表
す
る
議
長
と

い

う
そ
の
職
責

の
重
さ
を
考

慮
し
ま
す
と
、
容
疑

の
内

容
、
起
訴

・
不
起
訴
、
有

罪

・
無

罪

に
関

係

な

く

、

吉
永
雪
男
議
長
が
市
民
の

皆
様

に
多
大
な

ご
迷
惑
を

か
け
、
さ
ら
に
議
会
を
混

乱

さ

せ
た
責

任

は

重

く

、

議
長
と
し
て
不
適
格

で
あ

り
、
ま
ず
は
議
長

の
職
を

辞
す
る
こ
と
が
相
当

で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。よ

っ
て
、
全
議
員

の
賛

同
を
得
て
議
長

に
当
選
さ

れ
た
吉
永
雪
男
議
長
が
逮

捕
さ
れ
る
と

い
う
事
態
は
、

私
ど
も
議
員

に
も
責
任

の

一
端
は
あ
る
か
と
思

い
ま

す
。
そ
れ
ゆ
え

に
、

こ
れ

以
上
吉
永
雪
男
議
長

の
も

と

で
の
嘉
麻
市
議
会

の
再

建
は
望
め
な

い
と
判
断
し
、

こ
こ
に
吉
永
雪
男
議
長

の

不
信
任
決
議
を
提
案
す
る

も
の
で
す
。

（不
信
任
決
議
案
抜
粋
）

こ
れ
ま

で
の
議
会

の
対
応

（全
員
協
議
会
）

Ｈ
月
２９
日

議
長
逮
捕

に
つ
い
て

‐２
月
１０
日

弁
護
士
を
通
じ
た
議
長

の
意
思
確
認

の
結
果

に

つ
い
て

‐２
月
１６
日

今
後

の
議
会
運
営

に

つ

い
て

‐２
月
１８
日

政
治
倫

理
条
例

の
取

り

扱

い
に

つ
い
て

‐２
月
２４
日

今
後

の
議
会
運
営

に

つ

い
て

１

月

８

日

議
長

へ
の
接
見
結
果

の

報
告

に
つ
い
て

今
後
の
対
応

全
員
協
議
会
等
を
適
宜

開
催
し
、
全
議
員

で
こ
の

問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

議会だよりかまし(31号 )



サ…ビスの提供ができなかつた場合の

使 用料の取り扱いを規定

ケ
ー
ブ

ル
ネ

ツ
ト

ワ
ー

ク
施
設
条
例

の

一
部
を

改
正ケ

ー
ブ
ル
ネ

ッ
ト
ヮ
ー

ク
で
提
供
し
て
い
る
地
上

波
等
の
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
、

有
料
放
送
サ
ー
ビ
ス
、
及

び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
が
、
機
器
の
故

障
等
に
よ
り
、
引
き
続
き

１０
日
以
上
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
、

当
該
月
の
使
用
料
を
免
除

し
ま
す
。

執

行

部

提

案

で

は

、

「ひ
と
月
の
う
ち
」
と
い
う

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
会
審
査
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
な
か
っ

た
期
間
で
不
公
平
な
取
扱

い
が
生
じ
な
い
よ
う
に
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
月

を
ま
た
が

っ
て
引
き
続
き

１０
日
以
上
サ
ー
ビ
ス
停
止

と
な

っ
た
場
合
も
、
そ
の

初
月
分
を
免
除
す
る
よ
う

修
正
し
、
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。

※
４
ベ
ー
ジ
に
関
連
記
事

消
費
税
及
び
地
方
消
費

税

の
税
率
引
上
げ

に
伴

う
関
係
条
例

の
整
備

に

関
す
る
条
例

平
成
２６
年
４
月
１
日
か

ら
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税

の
税
率

が
５
％
か
ら

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
指
定
ご

み
袋

（大
）
が
、
５
２
５
円

力
ら
５
４
０
円
に
な
る
ほ

か
、

し
尿

処

理
手

数

料

、

水
道
料
、
市
内
施
設
使
用

料
な
ど
が
値
上
げ
と
な

っ

て
い
ま
す
。 消昌畢調蘇

(1月 臨時会 )

12月 補正予算
一 般 会 計  11億 6,354万 1千円増額

総額 278億 4,673万 3千円

国民健康保険特別会計  449万 3千円湖額

総額  61億 5,118万 6千円

一般会計補正の主なもの
(歳 入 )

地方交付税

財政調整基金繰入金

土地開発基金繰入金

(歳 出 )

稲築西学童保育所 C改修工事 495万 2干 円増

生活保護費国庫負担金返還金

1億 5,601万 8千 円増

牛隈小学校大規模改造工事 2億 8,106万円増

財政調整基金積立金  4億 5,485万 3千円増

1億 1,456万円増

1億 4,037万 6千 円増

4億 5,485万 3千 円増

総額   6億 3,558万 2干円

総 額 57億 2,790万 8干円

2,527万 円

収益的支出 6億 5,540万 8干 円

資本的支出 3億 6,601万 5千 円

総額/11億 7,385万 9千円i曽額の414億 810万 2千円

議会だよりかまし(31号 )
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定例会中に開催 された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各 委員会で付託 された議案の審議結果は8ペ ージ )

総務財政委員会鬱

疇鶴

崚

鴨
崚鶴
蝉

働

赫煽

鵡 ケ
ー
ブ
ル
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
施
設
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例

本

案

は

、

ケ

ー

ブ

ル

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
施
設

の
機

器

の

故

障

等

に

よ

り

、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

な
か

っ
た
場
合

に
お
け
る

使
用
料

の
取
り
扱

い
に
つ

い
て
、
条
例

の
所
要

の
整

備
を
行
う
た
め
、
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
免
除

の

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
停

止
期
間
を

「引
き
続

き

１０

日
以
上
」
と
し
た
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ

ル

テ
レ
ビ
事
業
を
実
施
し
て

い
る
他
団
体

の
状
況
等
を

参
考

に
期
間
を
定
め
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス

が
提
供

で
き
な
か

っ
た
期

間
で
不
公
平
な
取
扱

い
が

生
じ
な

い
よ
う

に
、
月
を

ま
た
が

っ
て
引
き
続
き
１０

日
以
上
サ
ー
ビ
ス
停
止
と

な

っ
た
場
合
も
、
ど
ち
ら

か
の
月
の
使
用
料
を
免
除

す
る
取
扱

い
に
す

べ
き

で

は
な

い
か
と
の
意
見

に
対

し
、

１０
日
以
上

の
サ
ー
ビ

ス
停
止
を
免
除

の
基
準
と

し
て
取
り
扱
う
も

の
で
は

な
く
、
月
額
使
用
料
を
免

除
す
る
と

い
う

こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
使
用
料

の
単

位

と

な

る
月

の
中

で

の

サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
を
基

準
と
す
る
こ
と
が
適
当
と

考
え

て
い
る
と

の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
月
を
ま

た
が

っ
て
引
き
続
き
１０
日

以

上

サ

ー

ビ

ス
停

止

と

な

っ
た
場
合
も
免
除

の
対

象

に
す

べ
き
と
し
て
、
修

正
案
が
提
出
さ
れ
、
委
員

会

で
審
査
し
た
結
果
、
全

会

一
致

で
修
正
可
決
し
ま

し
た
。

不公平な取り扱いが
生じないように

田中委員

千幽 徊 観 ポ
子髪』r琶第場舌」継 垣愛議
す ることが できます。

1世帯全 員が市民税非課税であるとき。

2生 活 保 護受綸世 帯であるとき。

※ 1に該 当するときは、「課税台帳 記 載

事 項 証 明書Jの提 出が必要となります 。

自主放送サービス
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民生文教委員会
嶋田委員長  田淵副委員長  森 委員 藤 委員

施設周辺の

環境美化の徹底を

ふ
る
さ
と
交
流
館
な

つ
き
の
湯
等
の
指
定

管
理
者

の
指
定
に

つ

い
て本

案
は
、
ふ
る
さ
と
交

流
館
な

つ
き

の
湯
、
嘉
穂

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
稲

築

社

会

福

祉

セ

ン
タ

ー

、

稲
築
老
人

い
こ
い
の
家
及

び
山

田

い
こ
い
の
家

「自

雲
荘
」
の
温
浴
施
設

５
施

設

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
、
い
ト
キ

ワ
ビ
ル

商
会
を
指
定
す
る
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
指
定
管
理
料

に

つ
き
ま
し
て
は
、
５
施
設

合
計
年
間
７
４
０
０
万
円

で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て

７
６
０
万
円
ほ
ど
増
額
と

な

っ
て
い
ま
す
が
、
消
費

税
が
８
％
と
な
る
こ
と
や

電
気
料

の
改
訂
、
人
件
費

の
増
な
ど
が
主
な
要
因
で

あ
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

委
員
よ
り
、
な

つ
き

の

湯
や
自
雲
荘
な
ど
施
設
周

辺
の
美
化
を
問
う
質
問
に

対
し
、
美
観
を
損
ね
る
と

い
う

こ
と
は
、
特

に
温
浴

施
設

に
つ
い
て
は
問
題
が

あ
る
の
で
、
指
定
管
理
者

が
管
理
す

べ
き
箇
所
、
ま

た
市
が
管
理
す

べ
き
箇
所

等
を
精
査
し
な
が
ら
、
早

急

に
対
応
し
た

い
旨

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
参
考
資

料

の
中
で
、
自
雲
荘

で
は
、

利
用
者
が
多

い
休
日
な
ど

は
、
湯
量
が
不
足
し
、
水

道
水
を
足
し
て
い
る
と

の

記
述
が
あ
る
が
、
遠
方
か

ら

み
え

る
方

も

い
ら

っ

し

ゃ
る
の
で
、
水
質

の
調

査
、
徹
底
管
理
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

豊 委員浦田委員岩永委員

なつきの湯周辺

鬱

崚

（〓一】“″崚　　　　　　　中

一鬱

（一一一一）［　　　　　　　呻 農
業
基
盤
整
備
事
業

に
係
る
受
益
者
分
担

金
徴
収
条
例
の
制
定

本
案
は
、
農
林
水
産
省

所
管
の
補
助
事
業
で
農
地

集
積
の
加
速
化
や
農
業
の

高
付
加
価
値
化
の
推
進
等

に
よ
り
、
競
争
力
の
あ
る

「攻
め
の
農
業
」
を
展
開
し
、

意
欲
あ
る
農
業
者
が
農
業

を
継
続
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
を
目
指
し
て
創

設
さ
れ
、
市
が
事
業
主
体

と
な

っ
て
実
施
す
る
う
え

で
、
受
益
者
か
ら
分
担
金

を
徴
収
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
例

を
新
た
に
制
定
す
る
も
の

で
す
。

事
業
の
実
施
主
体
と
し

て
は
、
都
道
府
県
、
市
町

村
、
農
業
者
団
体

（土
地

改
良
区
、
農
協
な
ど
）
で
、

本
年
度
は
、
嘉
穂

・
小
野

谷
地
区
で
、
土
地
改
良
済

み
の
水
田
１７
ヘ
ク
タ
‐
ル

に
お
い
て
、
暗
渠
排
水
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。委

員
よ
り
、
こ
の
事
業

は
ど

の
程
度

の
面
積
か
ら

対
象
と
な
る
の
か
と

の
質

問

に
対
し
、
国
が
定
め
る

採
択
要
件
は
、
事
業
費
２

０
０
万
円
以
上
、
及
び
農

業
者
２
者
以
上
と
な

っ
て

い
る
。
本
市
が
事
業
主
体

と

な

っ
て
行

う

場

合

は

、

あ
る
程
度
面
積
が
必
要
と

な
る
の
で
、
本
年
度
予
定

し
て
い
る
事
業

の
よ
う
に

‐７

ヘ
ク
タ
‐

ル
程
度

の
規

模
を
考
え

て
い
る
と

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

意欲ある農業者が

農業を継続できる環境を整える

産業建設委員会
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消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度

の
導
入
を

求
め
る
意
見
書

軽
減
税
率
制
度
の
導
入

に
向
け
て
、
年
内
に
結
論

を
得
る
よ
う
そ
の
議
論
を

加
速
し
、
軽
減
税
率
を
適

用
す
る
対
象
、
品
日
、
中

小

・
小
規
模
事
業
者
等
に

対
す
る
事
務
負
担
の
配
慮

な
ど
を
含
め
た
制
度
設
計

の
基
本
方
針

に
つ
い
て
、

鋭
意
検
討
を
進
め
、
そ
の

実
現

へ
向
け
て
の
環
境
整

備
を
図
る
こ
と
を
国

に
要

望
す
る
も

の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
新
た
な
地

域
支
援
事
業

の
導

入
に
係
る
意
見
書

新

た
な
地

域

支
援

事

業

の
導

入

に
当

た

っ
て

は
、
市
町
村

の
介
護
予
防

事
業

の
機
能
強
化

の
観
点

か
ら
、
市
町
村

の
現
場
で

適
切

に
事
業
を
実
施

で
き

る
よ
う
手
引
書

の
作
成
、

先
進
的
な
事
例

の
周
知
、

説
明
会
や
研
修
会
を
通
じ

た
丁
寧
な
説
明

の
実
施
を

行
う

こ
と
や
介
護
給
付
と

合
わ
せ
て
事
業
実
施
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
な
ど

に

対
し
て
、
円
滑
な
事
業
移

行
が
で
き
る
よ
う

に
適
切

な
取
り
組
み
を
行
う

こ
と

な
ど
４
項
目

の
取
り
組
み

が
図
ら
れ
る
よ
う
国

に
要

望
す
る
も

の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

意見書

１０
月
２８
日
～
３０
日

行
政
視
察

（逗
子
市
、
飯
能
市
）

Ｈ
月
２５
日

‐２
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

Ｈ
月
１
日

嘉
穂
地
区
小
学
校
統
合

施
設
整
備
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

１０
月
Ｈ
日

行
財
政
改
革
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て

９
月
１７
日

。
１０
月
１６
日

情
報
漏
洩

に
関
す

る
事

項

に
つ
い
て

１。
月
１５
日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

１０
月
１８
日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

１０
月
２３
日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

議会運営委員会は、神奈川県逗子市議

会を訪間し、タブレット端末による議会

資料等のペーノヽ一レス化について研修し

ました。

今後、嘉麻市議会においても、ペーパ

ーレス化導入に向け、調査・研究を進め

ることとなりました。

Ｈ
月
Ｈ
日
～
‐３
日

行
政
視
察

（御
殿
場
市
、
富
士
宮
市
、

島
田
市
）

Ｈ
月
１３
日
～
１５
日

行
政
視
察

（太
田
市
、
春
日
部
市
）

Ｈ
月
Ｈ
日
～
‐３
日

行
政
視
察

（瑞
浪
市
、
い
な
べ
市
、

松
阪
市
）

議会だより かまし(31号 )



義案の結果一覧 (12月定僣J会 )

各委 員会で審査 された議 案を本会議 で採決 した結 果

〇・・・全会一致
△・・・賛成多数
※・・・討論あり

議案第59号  機器の故障等により、10日以上ケーブルネットワークサービスを受けられなかつた場合、使用料を免除する

″第61号  地域における生活者及び男女共同参画の視点を反映し、防災会議の委員構成を見直す

″第68号  規約を変更し、飯塚地区消防議会の議員の選出方法を変更する

議案第60号  入所希望者が増加したことに伴い、新たに稲築西学重保育所Cを設置する

″第62号  法改正に伴い、社会教育委員の選任基準を条例で定める

″第63号  平成26年度から3年間の市内5カ所の温浴施設の指定管理者を指定する

″第64号  平成26年度から3年間の山田ふれあいハウスの指定管理者を指定する

請願第 4号  熊ケ畑地区内の産業廃棄物処理業者の同処理業更新を許可しないことを求める意見書提出を求める

議案第58号  市が実施する農業基盤整備に関する事業に係る分担金を受益者から徴する

″第65号  平成26年度から3年間のカッホー馬古屏の指定管理者を指定する

″第66号  平成26年度から3年間の山田活性化センターの指定管理者を指定する

″第67号  平成26年度から3年間の物産館うすいの指定管理者を指定する

請願第69号  平成25年度 一般会計補正予算 (第 4号 )

″第70号  平成25年度 国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 3号 )

″第71号  平成25年度 後期高齢者医療特別会計補正予算 (第 1号 )

″第72号  平成25年度 介護保険事業特別会計補正予算 (第 2号 )

″第73号  平成25年度 水道事業会計補正予算 (第 1号 )

議案第74号  土地開発基金を廃止し、普通財産として管理する

″第75号  平成25年度 一般会計補正予算 (第4号 )
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蔦
町

＼康ジ

中 村  春 夫  議 員
甫f有地の空き地利用について

山 本  幹 雄
農業振興行政について

森   裕 治
情報基盤整備について

岩 永 利 勝
環境行政 について

議 員

議 員

議 員

赤 間   幸 弘  議 員

嘉麻市ケーブルネットワーク事業

について

浦  田  吉  彦  議 員

嘉穂地区5小学校統合について

田 中  義 幸
公民館補助金について

議 員

廣  方 悟  議 員
10P  産業 (農業・商業)振興について

宮 原   由 光  議 員
1lP  全基金の適正化について

12P

13P

田 上  孝 樹  議 員
子どもたちの豊かな心を育む環境づくり 12P
について

藤    伸  ―  議 員
自然再生エネルギーの現状について   13P

9P

10P

1lP

議 員
14P

9P

田 淵 千 恵 子
福祉行政について14P
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中村議員

市有地の空き地利用について

間.山田吉庵地区に、太陽光発電

施設を整備するのか。

答。今のところ具体的な

計画はない。

山田吉庵地区

質
　
山
田
吉
庵
地
区
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「水
土
里
農

え

に
し
」
を
中
心
と
し
て

芝
生
や
桜
の
本
を
植
樹
し
、

公
園
化
し
て
き
た
地
区

で

あ
る
が
、
太
陽
光
発
電
施

設
が
で
き
る
と

い
う
噂
を

聞

い
た
。

こ
の
地
区

に
太

陽
光
発
電
施
設
を
整
備
す

る
よ
う
な
具
体
的
計
画
は

あ
る
の
か
。

森
田
財
政
課
長
　
こ
の
地

区
は
、
旧
山
田
市
時
代
よ

り
中
高

一
貫
校
誘
致
用
地

と
し
て
、
ま
た
自
馬
霊
園
、

梅
林
公
園
、
大
法
自
馬
山

遊
歩
道
、
市
民
球
場
な
ど

と
連
携
し
た
公
園
用
地
と

し
て
確
保
さ
れ

て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
今

の
と

こ
ろ

太
陽
光
発
電
施
設
な
ど

の

具
体
的
計
画
は
な

い
。

松
岡
市
長
　
こ
の

一
帯
は

自
然
環
境
を
重
視
し
た
地

域
と
し
て
考
え

て
い
る
。

市
内
産
業
廃
棄
物
処
分
場

に
つ
い
て

質
　
百

々
谷
産
業
廃
棄
物

の
そ
の
後
の
経
過
は
。

安
陪
環
境
課
長
　
１２
月
１

日

に
県
監
視
指
導
課
等

に

よ
り
、
地
元
説
明
会
が
開

か
れ
た
が
、
地
元
同
意
を

得
ら
れ
な
か

っ
た

の
で
、

水
質
調
査
及
び
廃
棄
物

の

掘
削
調
査
は
年
明
け
か
ら

実
施
す
る
。
今
後

の
整
備

に

つ
い
て
は
、
地
元
住
民

と
協
議
し
て
県
に
伝
え
る
。

質
　
百

々
谷
中
間
処
分
場

に
お
け
る
超
過
搬
入

ご
み

の
そ
の
後

の
経
過
は
。

環
境
課
長
　
や
や
改
善
さ

れ

て
い
る
が
、
引
き
続
き

指
導
し
て
い
く
。

質
　
熊

ヶ
畑
産
業
廃
棄
物

処
分
場

の
拡
張
申
請

の
そ

の
後
の
経
過
は
。

環
境
課
長
　
県
は
相
変
わ

ら
ず
審
査
中
と

い
う

こ
と

で
、
新
た
な
情
報
は
な

い
。

質
　
現
在

の
産
業
廃
棄
物

処
分
場

の
営
業
許
可
期
限

は
‐２
月
２６
日
ま

で
と
な

っ

て
い
る
が
、
更
新
許
可

の

申
請
は
あ

っ
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
許
可
更
新

に

つ
い
て
の
事
前
協
議
は
あ

っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

１２

月
２‐
日
現
在
、
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な

い
。

質
　
熊

ヶ
畑
最
終
処
分
場

の
掘
削
調
査
は
。

環
境
課
長
　
１２
月

に
入

っ

て
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

ま
だ
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、

実
施
時
期
は
未
定

で
あ
る

と

い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

Llコピ ん賣 間

田中議員

公民館補助金について

間.600世帯で13万円。4世帯で

4万600円。情差は46.85倍 だ

答.代表者会議で協議し

算出基準とした

質
　
公
民
館
補
助
金

の
計

算
は
ど
う
な

っ
て
い
る
。

坂
本
生
涯
学
習
課
長
　
均

等
割

４
万
円
、
世
帯
割
１

戸
当
た
り
１
５
０
円
だ
。

質
　
鴨
生
第

一
は
、
６
０

０
世
帯

で
１３
万
円
、
吉
隈

は
、
４
世
帯

で
４
万
６
０

０
円
と
な
り
、　
一
人
当
た

り
格
差
は
４６

・
８５
倍
だ
。

憲
法
第

１４
条

「法

の
下

に

平
等
」

に
反
す
る
の
で
は

な

い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
各
地
区

の
代
表
者
会
議

で
協
議
し

て
頂
き
算
出
基
準
と
し
た
。

質
　
火
災
保
険
に
つ
い
て
、

市
が
負
担
し
て
い
る
と

こ

ろ
と
行
政
区
が
負
担
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

生
涯
学
習
課
長
　
市
有
財

産

の
と
こ
ろ
は
市
が
加
入
、

そ
う
で
な

い
と

こ
ろ
は
行

政
区
が
負
担
し
て
い
る
。

質
　
保
険
金
助
成
制
度

の

創
設
が
必
要
だ
。
公
民
館

設
置
要
綱
等
を
ま
と
め
た

公
民
館
運
営

に
関
す
る
条

例
等
を
整
備
す

べ
き
だ
。

松
岡
市
長
　
指
摘

の
通
り
。

し
か
し
時
間
が
か
か
る
。

デ
ジ
タ
ル
Ｓ
丁
Ｂ
問
題
に

つ
い
て

質
　
９
月
議
会

で
、
追
加

の
デ
ジ
タ

ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
と

モ

デ
ム
の
精
査
表
を
出
す
と

の
こ
と
だ

っ
た
。
ど
う
な

っ
た
。

篠
崎
地
域
情
報
課
長
　
リ

ー

ス
会
社
は
、
今
回
提
出

で
き
な

い
と
の
回
答
だ
。

質
　
理
由
は
何
か
。

地
域
情
報
課
長
　
特

に
は

な
か

っ
た
。

質
　
業
者
が
定
め
ら
れ
た

工
事
を
し
て
い
た
な
ら
、

竣
工
を
確
認

で
き
る
書
類

を
出
し
て
も
何
ら
問
題
な

い
は
ず
だ
。

中
嶋
総
合
政
策
部
長
　
当

然
、
出
し
て
も
ら
え
る
と

思

っ
た
。
文
書
、
電
話
で

要
請
し
た
が
先
ほ
ど
の
回

答
だ
。

質
　
当
初
計
画
の
２
５
０

０
台
に
つ
い
て
、
特
記
仕

様
書
に
は
、
経
年
劣
化
の

た
め
付
帯
工
事
が
必
要
と

あ
る
。
こ
れ
は
現
在
さ
れ

て
い
な
い
。
追
加
工
事
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

篠
崎
地
域
情
報
課
長
　
追

加
工
事
は
し
な
い
。

質
　
当
初
計
画
の
付
帯
工

事
が
必
要
が
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

※
他
に

「情
報
公
開
と
非

公
開
」
「公
共
工
事
入
札
」

に

つ
い
て
を
質
問
し
ま
し

た
。

綺
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Llコ ピ ん 賢 間

農業振興行政について

間.減反廃止.戸層J所得補償鷹止に
どのように考えているのか

答.小規模農家がやっていける  山本議員

システムづくりが求められる

質
　
政
府

の
農
林
水
産
地

域

の
活
力
創
造
本
部
は
農

政
改
革
プ

ラ
ン
を
決
定
し

た
。　
一
つ
は
減
反
を
５
年

後

に
廃
止
、
２

つ
目

に
農

地
中
山
間
管
理
機
構
を
創

設
し
、
農
地

の
８
割
を
専

業
農
家

に
集
約
、
３

つ
目

に
４０
歳
以
下

の
農
業
者
を

４０
万
人

に
す
る
、
４

つ
目

に
農
業
法
人
を
５
万

に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
全
国

で

ｌ
ｈ

ａ
以
下

の
農
家
が
約

７
割

の
中

で
国
は
小
規
模

農
家
を
守

る
視
点

に
欠
け

て
い
る
と
地
域

で
は
不
満

と
戸
惑

い
が
広
ま

っ
て
い

る
。
補
助
額

の
上
が
る
飼

料
米
の
耕
作
条
件
は
。

秋
山
産
業
振
興
課
長
　
耕

作
条
件
は
、
農
協
と

の
契

約
、
農
協
が
指
定
し
た
品

種

で
の
作
付
け
で
、
補
助

金
は
来
年
度

１０

ａ
当
た
り

１０
万
５
千
円
だ
が
、
今
後
、

収
量
で
算
定
調
整
と
な
る
。

質
　
国

の
農
政
改
革

に
対

し
、
滋
賀
県
知
事
、
高
知

県
知
事

の
考
え
は
批
判
的

だ
が
、
減
反

の
廃
止
、
戸

別
所
得
補
償
廃
止

に
つ
い

て
ど

の
よ
う

に
考
え

て
い

る
の
か
。

松
岡
市
長
　
小
規
模
な
農

家
も
や

っ
て
い
け
る
よ
う

な

シ
ス
テ
ム
作
り
が
市

に

は
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考

え

て
い
る
。

農
林
行
政
に
つ
い
て

質
　
農
道
台
帳

の
整
備
が

出
来

て
い
な

い
と
農
道
舗

装

の
補
助
金
は
出
な

い
の

か
。

田
中
農
林
整
備
課
長
　
補

助
対
象
と
し
て
は
、
農
振
、

農
用
地
域
内

で
あ
る
こ
と

が
絶
対
条
件
と
な

っ
て
お

り
、
そ
の
他
幅
員
、
延
長
、

受
益
面
積
等

の
事
業
採
択

要
件
が
あ
る
。

質
　
農
道
と
地
元
住
民

の

農
業
振
興

の
関
係
を
ど
う

考
え

て
い
る
の
か
。

農
林
整
備
課
長
　
近
年
は

担

い
手
不
足
や
高
齢
化

に

よ
り
、
地
元
で
の
整
備
が

困
難
な
地
区
も
出

て
き

て

お
り
、
農
道
整
備

の
要
望

が
急
増
し
て
い
る
。
営
農

に
か
か
る
作
業
負
担

の
軽

減
と
営
農
効
率
、
農
産
物

の
品
質
向
上
と
地
域
住
民

の
安
全
を
図
る
上

で
も
必

要

で
あ
り
、
今
後
、
費
用

対
効
果
や
緊
急
性
を
考
慮

し
、
計
画
的

に
対
応
し
て

い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

※
他
に
国
民
健
康
保
険
、

人
口
減
少
と
交
付
税
の
関

係
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

未舗装の農道 (嘉穂地区 )

廣方議員

産業 (農業・商業)振興について

間.回の農業政策の大転換を
いち早 く農家ヘ

答。早く情報を収集し農業振興を
しっかり考え対応したい

質
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
に
ら

ん
だ
４０
年
間
続

い
て
き
た

減
反
政
策
が
廃
止
さ
れ
、

水
田
農
業
の
大
転
換
が
図

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

情
報
は
ど
う
な

っ
て
い
る

か
。

秋
山
産
業
振
興
課
長
　
米

の
直
接
支
払
交
付
金
は
経

過
措
置
を
経
て
、
平
成
３０

年
産
か
ら
全
廃
さ
れ
る
。

ま
た
、
地
域
政
策
と
し
て

住
民
の
共
同
活
動
な
ど
に

新
た
な
支
援
制
度
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。

質
　
地
域
特
産

（イ
ノ
シ

シ
、

シ
カ
肉
）
加
工
品
づ

く
り

の
進
捗
状
況
は
ど
う

な

っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
　
加
工
品

と
し
て
、

ハ
ム

・
ソ
ー
セ

ー
ジ

の
試
験
販
売
を
道

の

駅
う
す

い
で
行

っ
た
が
、

好
評

で
あ

っ
た
。
今
後
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
方
法
、

処
理
施
設
、
販
売
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
る
。

質
　
農
業
後
継
者
対
策

の

中

に
結
婚
問
題
が
あ
る
。

市

で
は
既

に
婚
活
事
業
を

行

っ
て
い
る
が
、
そ

の
成

果
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
農
業
版

の
婚
活
事

業
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長
　
男
女
約

３０
組

の
参
加
が
あ
り
、
結

果
４
組

の
カ

ッ
プ

ル
が
出

来
た
。
農
業
版

の
婚
活
事

業

に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。

質
　
国

の
農
業
政
策

の
大

転
換
は
農
業
者
だ
け
の
問

題

で
な
く
、
市

の
根
幹

に

か
か
わ
る
問
題

で
あ
り
、

い
ち
早

い
情
報
と
変
革

に

合
わ
せ
た
農
業
政
策

の
方

向
を
示
す

べ
き
で
あ
る
。

松
岡
市
長
　
早
く
情
報
を

収
集
し
、
農
業
振
興
を
し

っ
か
り
考
え
対
応
し
た

い
。

買
い
物
弱
者
と
商
業
振
興

に
つ
い
て

質
　
日
本
社
会

の
縮
図
が

買

い
物
弱
者
と
商
店
街

の

疲
弊
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

市

の
買

い
物
弱
者

の
調
査

結
果
は
。

産
業
振
興
課
長
　
買

い
物

に
つ
い
て
将
来
的

に
３
割

か
ら
６
割

の
方
が
不
安
を

感
じ
て
い
る
と

の
結
果
が

出
て
い
る
。

質
　
買

い
物
弱
者

の
需
要

は
今
後
増
加
す
る
傾
向

に

あ
る
。
商
店
の
振
興
策
は
、

こ
う
し
た
需
要
に
ス
ポ

ッ

ト
を
あ
て
た
振
興
策
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
長
　
買

い
物
弱
者
と
商

店
街
の
活
性
化
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

嘉穂地区の農地
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情報基盤整備について

間.基本的な整備計画について

「
漸‐りlm

答.FTTH(全線光ファイバー)方式で  森議員

民設民営方式で行うのが望ましい

質
　
市
民
は
早
く
整
備
を

望
ん

で
い
る
が
、
基
本
的

な
整
備
計
画

に
つ
い
て
再

度
お
尋
ね
し
た

い
。

篠
崎
地
域
情
報
課
長
　
昨

年
度

の
Ｈ
Ｆ
Ｃ
方
式

か
ら

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式

へ
の
整
備

方
式
変
更

に
伴

い
、
望
ま

し

い
整
備
運
営
指
標
な
ど

検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

民
間
が
主
体
と
な

っ
て
行

う

い
わ
ゆ
る
民
設
民
営
方

式
が
最
も
望
ま
し

い
と
結

論
づ
け
た
。

ま
た
山
田
地
区
を
中
心

に

提
供
し
て
い
る
ケ
ー
ブ

ル

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス

も
自
主
放
送
を
除
き
、
民

間

に
移
管
す

る
方
針

で
あ

る
。
こ
の
整
備
計
画

（案
）

で
は
光

フ
ァ
イ

バ
ー
を
市

内
全
域

に
整
備
し
、
市
が

提
供
す
る
自
主
放
送
サ
ー

ビ

ス
や
民
間
が
提
供
す
る

様

々
な
サ
ー
ビ

ス
を
市
民

が
等
し
く
享
受

で
き
る
仕

組
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。

質
　
行
革

の
観
点
か
ら
ど

う

い

っ
た
効
果
が
あ
る
の

か
。

地
域
情
報
課
長
　
行
革

の

視
点

の
み
で
決
定
し
た
も

の
で
は
な

い
。
４

つ
の
視

点
か
ら
評
価
、
検
討
を
お

こ
な

っ
た
。
１
点
目

‥
市

の
財
政
負
担
、
２
点
目

…

サ
ー
ビ

ス
、
３
点
目

…
市

民

の
負
担
、
４
点
目

‥
将

来

へ
の
対
応
力
、
以
上

の

視
点

か
ら
評
価
、
検
討
を

行

っ
た
。

整
備
計
画

（案
）

で
は

影
響
額
を
示
し
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
平
成
２６
年
～
３８

年
ま

で
の
１３
年
間

の
ト
ー

タ

ル
コ
ス
ト

で
７
８
０
０

万
円

の
収
支
改
善
、
ま
た

職
員
数

に
つ
い
て
も
３
人

程
度
削
減

で
き
る
見
込
み

で
あ
る
。

質
　
△
フ
後

の
自
主
放
送

に

つ
い
て
具
体
的
な
も

の
は

あ
る
の
か
。

地
域
情
報
課
長
　
特

に
、

ま
だ
決
ま

っ
て
お
ら
ず
計

画
案
段
階
で
あ
る
。

松
岡
市
長
　
市
民

に
と

っ

て
非
常

に
有
益
な
も

の
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う

の

で
委
員
会

の
中

で
話
を
し

て
い
る
。

嘉麻市ケーブルテレビジ

全基金の適正化について

彎

間.全基金23件。残高125億円ある。金利の

高いところに預け直してはどうか。

答.短期の運用は定期預金、長期運用は  宮原議員

国債。地方債などの債権を積極的に活用する

質
　
基
金

の
運
用

に
つ
い

て
は
、
全
基
金
２３
件
、
平

成
２４
年
度
末
残
高
１
２
５

億
１
３
１
万
８
５
８
２
円

の
適
正
化
と
、
す

で
に
運

用
し
て
い
る
基
金
は
取
り

崩
し
、
金
利

の
高

い
と

こ

ろ
に
預
け
直
し
て
は
ど
う

か
。

森
田
財
政
課
長
　
基
金
所

管
課
と
協
議
し
、
目
的

に

沿

っ
て
運
用
機
関
を
設
定

し
て
い
る
。
短
期

の
運
用

し
か
で
き
な

い
基
金
は
、

銀
行
等

の
定
期
預
金
を
活

用
し
て
い
る
。
長
期

に
運

用
で
き
る
も
の
は
、
国
債
、

地
方
債
な
ど

の
債
権
を
積

極
的

に
活
用
し
て
い
る
。

質
　
土
地
開
発
基
金
、
地

域
振
興
基
金
、
益
富
城
自

然
公
園
基
金
、
及
び
財
政

調
整
基
金
は
、
何
を
目
的

と
し
た
基
金
な

の
か
。

財
政
課
長
　
土
地
開
発
基

金
は
、
用
地

の
先
行
取
得

の
た
め

の
基
金

で
あ
り
、

必
要
性
が
低

い
の
で
廃
止

す
る
。
地
域
振
興
基
金
は
、

積
立

て
原
資

に
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
基
金

で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
事
業

や

市
民

の
連
携
を
強
化
す
る

事
業
等

に
活
用
し
て
い
る
。

益
富
城
自
然
公
園
基
金
は
、

旧
嘉
穂
町
時
代

に
積

み
立

て
た
基
金

で
、
開
発
整
備

に
活
用
し
て
い
る
。
財
政

調
整
基
金
は
、
財
源

の
過

不
足
を
調
整
す
る
た
め

の

基
金

で
、
基
金
残
高
は
３‐

億
円
で
あ
る
。

質
　
益
富
城
自
然
公
園
基

金
は
、
す

で
に
開
発
整
備

と
維
持
管
理
費
は

一
般
財

源
で
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

目
的
は
達
成
し
て
い
る
の

で
、
基
金
を
積
立

て
る
の

で
は
な
く
、　
一
般
財
源

で

対
応

で
き
る
よ
う

に
な
ら

な

い
の
か
。

永
水
住
宅
公
園
課
長
　
益

富
城
自
然
公
園
整
備

に

つ

い
て
は
、
今
後
も
事
業
計

画
を
策
定
し
、
事
業
を
進

め
る
こ
と

に
な

っ
て
い
る

の
で
、
そ

の
と
き

に
基
金

が
必
要
に
な
る
。

質
　
ス
ポ
ー

ツ

・
文
化

・

観
光
ま
ち
づ
く
り

の
補
助

金

ア

ッ
プ

に
つ
い
て
は
、

予
算
化
す
る
の
か
。

財
政
課
長
　
予
算
査
定

で

十
分
協
議
し
、
最
小

の
経

費
で
最
大
の
効
果
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

Llコ ピ ん 質 問
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Llコ ピ ん 質 問

岩永議員

環境行政について

間.稲築地区平の日中池の

浄化装置はどうなつているのか

答。現状より悪化させないよう
浄化対策を実施する

質
　
稲
築
地
区
平

の
農
業

用
水

の
田
中
池
が
夏
場
、

臭
気
が
ひ
ど
く
な

っ
て
い

る
。
稲
築
町
時
代
、
生
活

雑
排
水
を
浄
化
さ
せ
る
バ

イ
オ

コ
ー
ド
を
設
置
し
て

い
た
が
、
稼
働
し
て
い
る

の
か
。

安
陪
環
境
課
長
　
異
臭

や

水
質

の
改
善
な
ど

の
効
果

は
あ
ま
り
な
く
、
周
辺
住

民

の
方
か
ら

モ
ー
タ
ー

の

騒
音
が
う
る
さ

い
と

の
苦

情
が
あ
り
、
平
成
２‐
年
１２

月
か
ら
休
止
し
て
い
る
。

質

こ
の
ま
ま

で
は
、
ま
す

ま
す
状
況
が
悪
化
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
今
後

の

市

の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
現
状
よ
り
悪

化
さ
せ
な

い
た
め
、

バ
イ

オ

コ
ー
ド

の
モ
ー
タ
ー

に

防
音
対
策
を
し
て
再
稼
働

す
る
と
と
も

に
、
新
た
な

浄
化
装
置
も
あ

る
よ
う
な

の
で
、
研
究
し
早
急

に
実

施
し
た

い
。

質
　
以
前
、
炭
鉱
住
宅

の

側
溝
が
か
な
り
老
朽
化
し

て
排
水
が
十
分

に
で
き
ず

不
衛
生
な
箇
所
、
ま
た
、

溝
蓋
が
な

い
た
め

に
自
転

車
、
自
動
車
な
ど
が
脱
輪

す

る
箇
所

に

つ
い
て
要
望

し
て
い
た
が
、
そ

の
後
、

市

の
方

で
調
査
な
ど
さ
れ

て
い
る
か
。

山
倉
土
木
課
長
　
定
期
的

な
調
査
は
行

っ
て
い
な

い

が
、
行
政
区

の
要
望
、
報

告
で
対
応
し
て
い
る
。

質
　
空
家
前

の
小
清
は
、

壊
れ

て
排
水
が
流
れ
な

い

状
態

の
も

の
が
非
常

に
多

く
、
隣
家
が
迷
惑
し
て
い

る
。
そ

の
よ
う
な
空
家

の

所
有
者
と

の
協
議
な
ど
は

さ
れ
て
い
る
か
。

土
木
課
長
　
稲
築
地
区
、

山
田
地
区

に
は
数
多
く

の

炭
鉱
住
宅
が
残

っ
て
お
り
、

家
屋
や
敷
地
は
個
人
所
有
、

そ

の
間

の
通
路
は
個
人
や

法
人

の
所
有
と
な

っ
て
お

り
、
住
宅
間

の
小
溝

や
通

路

の
管
理
は
、
そ
の
関
係

者

で
行

っ
て
い
る
。
現
在

で
は
、
住
宅
前

の
通
路

や

小
満

の
上

に
増
築
な
ど
が

し
て
あ
り
、
通
水

に
支
障

が
あ
る
も

の
が
多
く
残

っ

て
い
る
の
で
、
今
後
も
関

係
者
が
管
理
し
て
い
た
だ

き
た

い
が
、
市
と
し
て
も

関
係
者
と
協
議
を

し
、
環

境
改
善

に
努
め

て

い
き
た

い
。

水質浄化が望まれる平地区田中池

田上議員

子どもたちの豊かな心を育む

環境づくりについて

間.セカンドブック事業の実施を

答。事業 として前向きに

取 り組んでいきたい

質
　
一面
書
は
語
彙
力
、
表

現
力
、
読
解
力
、
想
像
力
、

理
解
力
と
多
種
多
様

に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
冊

の
本
、
良
書
か
ら
学

ぶ

こ
と
は
子
ど
も

の
成
長

に
大
き
く
か
か
わ

っ
て
く

る
。
無
理

に
本
を
読
ま
せ

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
読

書

に
興
味
を
持

つ
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
き
た

い
と

考
え

て
い
る
。
初
め

に
ブ

ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業

の
概

要
と
目
的
に
つ
い
て
。

坂
本
生
涯
学
習
課
長
　
地

域

に
生
ま
れ
た
全

て
の
赤

ち

ゃ
ん
と
保
護
者
を
対
象

に
、
絵
本
を
開
く
楽
し

い

体
験
と

一
緒

に
絵
本
を
手

渡
し
、
心
触
れ
合
う
ひ
と

と
き
を
持

つ
き

っ
か
け
を

つ
く
る
事
業

で
、
嘉
麻
市

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち

の
豊

か
な
心
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
る
。

質
　
学
校

で
の
読
書
推
進

に
つ
い
て
は
。

平
田
学
校
教
育
課
長
　
２

点
あ
り
、
１
点
目
は
、
空

き
時
間
を
活
用
し
て
の
自

由
読
書
、
２
点
目
は
他
者

が
読
む

の
を
聞

い
て
、

ス

ト
ー
リ
ー
を
楽
し
む
読

み

聞
か
せ
の
取
り
組
み
だ
。

質
　
ど

の
よ
う
な
本
を
読

ん
だ
ら
良

い
の
か
迷

っ
て

い
る
児
童
生
徒
た
ち

へ
の

取
り
組
み
は
。

学
校
教
育
課
長
　
図
書
リ

ス
ト
を
作

っ
て
掲
示
し
た

り
、
国
語

の
教
科
書

に
そ

の
学
年

で
奨
励
す
る
本
が

掲
載
さ
れ

て
お
り
、
そ

の

中
か
ら
選
ん

で
も
ら

っ
た

り
、
図
書
だ
よ
り
を
活
用

し
た
り
し
て
取
り
組

み
を

進
め
て
い
る
。

質
　
〈
フ
、
セ
カ

ン
ド
ブ

ツ

ク
事
業

に
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

ブ

ツ
ク

ス
タ
ー
ト

に
続
く

も

の
で
、
小
学
校

に
入
学

し
て
き
た
新

一
年
生
全
員

に
、
絵
本
を
プ

レ
ゼ

ン
ト

す
る
も

の
だ
が
、
嘉
麻
市

で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

乗
野
教
育
長
　
事
業
と
し

て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で

い
き
た

い
。

質
　
現
実

の
社
会
問
題

に

関
心
を
持

つ
き

っ
か
け
と

な
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（新
聞
活
用

教
育
）
に
つ
い
て
は
。

松
岡
市
長
　
大
変
す
ば
ら

し

い
も

の
で
あ
る
と
思
う

の
で
、
学
校

で
実
現
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
き
た

い
。
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赤間議員

嘉麻市ケーブルネットワーク事業について

間.不平等が発生している状況を

どう考えているのか。

答.3月 までには完了して

利用者の理解を得たい。

質
　
利
用
者
か
ら
基
本
料

金
を
徴
収
す
る
条
例
が
施

行
し
て
１
年
２

ヶ
月
経
過

し
た
。
以
前
、
料
金
を
払

わ
な
く

て
も
視
聴

で
き
て

い
る
等

の
不
平
等
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
そ

の
後

の
進
捗
状

況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の

か
。

篠
崎
地
域
情
報
課
長
　
１２

月
１
日
現
在
、
加
入

に
対

す
る
意
思
未
表
示
者
は
１７

件

、

脱

退

届

提

出

者

は

３
７
８
件
、
職
権

で
の
脱

退

が

１

８

０

件

の
合

計

５
５
８
件
、
６

ヶ
月
を
超

え
る
滞
納
者
は
２４
名

で
あ

る
。
利
用
停
止
処
理
は
来

年
３
月

に
実
施
予
定

で
あ

Ｚつ
。

質
　
以
前
、
市
ケ
ー
ブ

ル

ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
施
設
条
例

の
審
議

の
際

に
、

１０
月
か

ら
基
本
料
金
を
徴
収
す
る

の
に
周
知
期
間
等
を
含
め

６
ヶ
月
で
大
丈
夫
な

の
か
、

期
間
を
延
期
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
な

い
か
と
進
言

し
た
経
過
が
あ
る
。
４
月

か
ら
取
り
組
む

の
で
６

ヶ

月

で
間

に
合
わ
せ
る
、
利

用
者

に
不
利
が
な

い
よ
う

に
す

る
と

い
う
答
弁
だ

っ

た
が
、
実
情
は
１
年
２
ヶ

月
も
不
公
平
が
続

い
て
い

る
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
う

す
る
の
か
。

中
嶋
総
合
政
策
部
長
　
不

公
平
感

に
つ
い
て
は
、

こ

の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と

に

な
ら
な

い
。
２
月
を
目
途

に
金
力

で
不
公
平
感

の
解

消

に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
た

い
。

質
　
放
送
法
第
１
５
０
条

に
提
供
条
件

の
説
明
、
第

１
５
１
条

に
苦
情
等

の
処

理

等

の

『
利

用

者

の
保

護
』

の
条
文
が
あ
る
。
利

用
者
保
護

の
観
点

か
ら
、

ま
た
放
送
法
を
遵
守
す

る

事
業
者

の
責
務
と
し
て
、

こ
の
状
況
を
利
用
者

に
報

告
も
、
公
表
も
し
て

い
な

い
。
な
お
か

つ

一
回

の
謝

罪
も
な

い
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
聞
き
た

い
。

松
岡
市
長

　
い
ろ
ん
な
利

用
者
が
お
ら
れ
る
状
況

の

中

で
、

こ
う

い
っ
た
不
公

平
感
と

い

っ
た
事
態
が
発

生
し
て
い
る
。
そ
う

い

っ

た
面
は
お
詫

び
し
た

い
と

思
う
。

い
ち
早
く
不
満
、

不
平
等
を
解
消
す
る
た
め

に
、
遅
く
と
も
３
月
ま
で

に
は
完
了
し
て
利
用
者

の

理
解
を
得
た

い
と
思
う
。

藤議員

自然再生エネルギーの現状について

間.市独自でのメガソーラー

の事業運営は。

答。調査研究を行い、

十分検討していく。

質
　
一最
麻
市

の
再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
調
査

の

内
容
は
。

安
陪
環
境
課
長
　
平
成
２４

年

度

に
太

陽

光

・
小

水

力

・
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
電

気
設
備
導
入
可
能
性
調
査

を
実
施
し
、
嘉
麻
市

で
は

太
陽
光
と
本
質
系

バ
イ
オ

マ
ス
発
電
が
有
望

で
あ
る

と
予
想
さ
れ
た
。

質
　
本
質
系

バ
イ
オ

マ
ス

の
導
入
の
可
能
性
は
。

田
中
農
林
整
備
課
長
　
木

質
系

バ
イ
オ

マ
ス
の
燃
料

化
を
図
り
、
ボ
イ
ラ
ー
燃

料
と
し
て
市
内

で
利
用
す

る

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
目
指
し
た
仕
組
み
づ

く
り
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

質
　
太
陽
光
発
電

の
今
後

の
推
進
は
。

環
境
課
長
　
公
共
施
設

ヘ

の
導
入
と
、　
一
般
住
宅

ヘ

の
促
進

の
２
点

の
プ

ラ
ン

が
あ
る
。

質
　
一景
麻
市
内

で
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
状
況
は
。

環
境
課
長
　
現
在
稼
働
中

の
も

の
は
６
か
所
、
発
電

し
て
い
な

い
も

の
は
９
か

所
程
度
で
あ
る
。

質
　
市
独
自

の
事
業
運
営

で
市
有
地

に
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー

の
設
置
が
で
き
な

い
も

の
か
。

森
田
財
政
課
長
　
土
地

の

選
考

や
諸
条
件

の
整
備
を

環
境
課
と
連
携
し
て
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
。

松
岡
市
長
　
将
来
的
な

こ

と
を
考
慮
し
、
土
地

・
売

電
価
格

の
問
題
を
十
分
検

討
し
た
上

で
、
考
え

て
い

要
望
　
先
進
的
な
事
例
も

あ
り
、
財
政
が
厳
し

い
か

ら

こ
そ
努
力

・
研
究
を
行

い
、
取
り
組
む
必
要
性
を

要
望
す
る
。

《
他
に
、
定
住
促
進
住

宅
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

質
問
を
し
ま
し
た
。
》

Llコ ピ ん 質 問
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Llコ ピ ん 質 問

嘉穂地区5小学校統合について

間.子どもたちへの効果は

答。いろんな児童と影響し合いながら  浦田議員

学力の向上や個人の伸長が図られる

質
　
一最
穂
小
学
校

の
建
設

等

に

つ
い
て
質
問
す
る
。

小
学
校
建
設
基
金
７
億
６

千
万
円
及
び
嘉
穂
総
合
運

動
公
園
周
辺
整
備
基
金
１

億
５
千
万
円
は
、
旧
嘉
穂

町
時
代

か
ら
積

み
立

て
て

い
た
が
、
現
在
ど
う
な

っ

て
い
る
か
。

森
田
財
政
課
長
　
小
学
校

建
設
基
金
は
７
億
７
５
０

０
万
円
、
公
園
基
金
は
１

億
５
４
０
０
万
円
と
な

っ

て
い
る
。

質
　
嘉
穂
総
合
運
動
公
園

周
辺
整
備
基
金

の
計
画
は
。

坂
本
生
涯
学
習
課
長
　
一景

穂
総
合
運
動
公
園
及
び
周

辺
整
備

の
財
源

に
充

て
る

基
金

で
、
具
体
的
な
計
画

は
ま
だ
な

い
が
、
所
期

の

目
的
を
考
慮
し
計
画
を
協

議
し
た

い
。

質
　
小
学
校
建
設

で
実
質

市
の
負
担
は
。

畑
開
校
準
備
室
長
　
概
算

事
業
費
は
、

２９
億
９
６
０

３
万
４
千
円
、
う
ち
国
庫

補
助
６
億
４
７
１
５
万
４

千
円
、
交
付
税
見
込
１５
億

４
３
７
５
万
円
で
、　
一
般

財
源
は
７
億
５
８
１
１
万

円
と
な
り
、
旧
嘉
穂
町
か

ら
引
き
継

い
だ
基
金

の
範

囲
内
で
完
了
す
る
。

質
　
５
校
統
合
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち

に
ど

の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

開
校
準
備
室
長
　
教
育
効

果
は
、

い
ろ
ん
な
児
童

の

発
言

に
よ
り
物
事

の
学

び

方

や
考
え
方
を
学
び
、
影

響
し
合

い
な
が
ら
切
磋
琢

磨
し
、
学
力

の
向
上

や
個

人

の
伸
長
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
集
団

で
生
活
す
る

体
験
を
通
じ
、
お
互

い
の

存
在
を
認
め
合

い
、
関
わ

り
を
大
切

に
し
な
が
ら
生

活
を
送

る
共
生

の
心
を
育

む

こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
集
団

の
中

で
認
め
合

い
協
力
し
合
う

こ
と

に
よ

り
、
社
会
性

や
協
調
性
、

た
く
ま
し
さ
を
育
む

こ
と

が
で
き
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
能
力

の
育
成
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
。
費
用

面

で
は
、
学
校
管
理
費

や

人
件
費
合
わ
せ
て
年
間
１

０
０
０
万
円
程
度

の
削
減

と
な
る
。

※
ほ
か

に
災
害
対
策

、
買

い
物

弱
者

に

つ
い

て
質
問

し
ま
し
た
。

4月開校予定の嘉穂小学校

田淵議員

福祉行政について

間.0歳児保育の充実を

答.可能な限 り処遇改善を

含む人的確保をしたい

質
　
０
歳
児
保
育
の
状
況
は
。

野
見
山
子
ど
も
育
成
課
長

生
後
３
カ
月
か
ら
入
所

可
。
私
立
も
含
め

て
４
月

か
ら
見
る
と
現
在
５７
名

の

増
員
。
０
歳
児

の
占
め
る

割
合
は
、
４
月
は
５

・
６

％
だ

っ
た
が
、

１２
月
現
在
、

‐０

，
７
％
と
な

っ
た
。
３

人

に
１
名

の
保
育
士
が
必

要

で
、　
一
時
的
保
育
士
不

足

に
よ
り
、
５
人

の
待
機

児
童
が
生
じ
て
い
る
。

質
　
２６
年
度

の
保
育
士
採

用
は
。

田
中
人
事
秘
書
課
長
　
志

願
者
は
６‐
名
、
採
用
内
定

者
は
２
名
だ
。
近
年
の
採

用
は
、

２‐
年
度
３
名
、

２２

年
度
１
名
だ
。

質
　
現
在
の
正
規
職
員
と

臨
時
職
員
の
人
数
は
。

人
事
秘
書
課
長
　
正
規
４４

名
、
臨
時
３９
名
、
パ
ー
ト

が
４
名
だ
。
本
年
度
末
の

退
職
予
定
者
が
１
名
あ
り
、

採
用
２
名
な
の
で
、

２６
年

度
は
１
名
増
に
な
る
。

質
０
歳
児
保
育
上
の
課
題

と
今
後
の
展
望
を
。

子
ど
も
育
成
課
長
　
０
歳

児
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

課
題
は
、
保
育
士
の
確
保
。

安
定
的
な
職
員
の
確
保
が

で
き
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
な

０
歳
児
児
童
の
受
け
入
れ

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質
　
０
歳
児
待
機
の
出
な

い
施
策
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
。

松
岡
市
長
　
本
市
は
職
員

の
定
数
削
減
を
進
め
て
い

る
が
、
若
者
や
女
性
が
働

き
や
す

い
環
境
整
備
は
十

分
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
現
在
、
学
力
の
向
上

が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｏ

歳
か
ら
の
就
学
前
教
育
の

充
実
こ
そ
学
齢
期
に
お
け

る
学
力
向
上
の
根
底
と
な

る
要
因
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

秋
吉
教
育
部
長
　
就
学
前

か
ら
学
齢
期
の

一
貫
し
た

市
と
し
て
の
施
策
を
高
め

た
い
。
特
に
読
書
力
な
ど

は
生
き
る
力
に
繋
が
る
も

の
だ
。
児
童
に
対
す
る
施

策
と
子
育
て
環
境
の
施
策

は
車
の
両
輪
だ
。
待
機
児

童
解
消
の
方
策
と
し
て
、

保
育
士
の
確
保
は
必
至
だ
。

人
事
部
局
と
調
整
は
必
要

だ
が
、
可
能
な
限
り
処
遇

改
善
を
含
む
人
的
確
保
を

し
た

い
。

※
そ
の
他
子
ど
も
子
育

て

支
援
会
議
に

つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
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情
颯
覇
え
い
に
熙
す
る
機
褒
機
磯
義
員
会

中
臓
颯
憮
（機
構
）⑩

情
報
漏
洩
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
調
査
経
過
に

つ
い
て
は
、
６
月
定
例
会

で
中
間
報
告
を
行
い
、
第

‐２
回
委
員
会
の
調
査
経
過

の
概
要
ま
で
報
告
し
て
い

ま
す
の
で
、
８
月
２３
日
に

開
催
さ
れ
た
第
１３
回
委
員

会
か
ら
現
在
ま
で
４
回
に

わ
た

っ
て
調
査
を
行

っ
た

概
要
に
つ
い
て
、
中
間
報

告
し
ま
す
。

第
１３
回
（８
月
２３
日
）

関
係
議
員
に
出
頭
を
求

め
、
デ
ジ
タ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
リ

ー
ス
契
約
に
関
し
て
詐
欺

罪
で
告
発
し
よ
う
と
判
断

し
た
理
由
を
中
心
に
尋
問

を
行
い
、
そ
の
後
、
執
行
部

に
お
い
て
再
度
関
係
職
員

に
事
情
聴
取
を
行

っ
た
結

果
報
告
と
、
予
定
価
格
の

公
表
規
程
等
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

第
１４
回
（９
月
１４
日
）

関
係
議
員
及
び
副
市
長

に
対
し
て
、
地
方
自
治
法

第
１
０
０
条
第
９
項

に
基

づ
き
、
議
会
と
し
て
告
発

す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
証
言
内
容
や
顧
問
弁
護

士

の
見
解
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
協
議
を
行

い
ま
し

た
。

第
１５
回
（１０
月
１６
日
）

議
会
と
し
て
告
発
す
る

必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
委

員
会

で
の
証
言
内
容
や
顧

問
弁
護
士
か
ら

の
意
見
等

を
参
考

に
、
再
度
協
議
を

行

い
ま
し
た
。

関
係
議
員
に
対
し
て
は
、

ま
ず
、
「証
言
拒
否
に
対
す

る
告
発
の
件
」
で
す
が
、
第

７
回
委
員
会

で

「公
益
通

報
者
保
護
法

の
趣
旨

に
則

り
、
情
報
提
供
者

の
氏
名

を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き

な

い
し
、
ま
た
、
特
定
さ
れ

る
よ
う
な
情
報
も

一
切
証

言
で
き
な

い
」
と
証
言
さ

れ
、
さ
ら
に
、
第
１０
回
委
員

会
、
第
１３
回
委
員
会

に
お

い
て
も

「公
益
通
報

で
あ

る
」
と

い
う
理
由
で
、
情
報

提
供
者

の
氏
名
を
公
表
さ

れ
な
か

っ
た

こ
と

に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
法
第
１

０
０
条
第
３
項

の

「正
当

の
理
由
が
な

い
の
に
、
証

言
を
拒
ん
だ
」
と
判
断
し
、

告
発
す
る
こ
と

に
、
賛
成

多
数
で
決
定
し
ま
し
た
。

次

に
、
「記
録
提
出
拒
否

に
対
す
る
告
発

の
件
」
で

す
が
、
第
１０
回
委
員
会

で

「平
成
２３
年
１２

月
１４

日
付

け
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
さ
れ
た

資
料
」
を
所
持
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会

に
提
出
し
な
か

っ
た

こ
と

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
３
項

の

ヘ

「正
当

の
理
由

が
な

い
の

に
、
記
録
を
提
出
し
な

い
」

と
判
断
し
、
告
発
す
る
こ

と

に
、
賛
成
多
数

で
決
定

し
ま
し
た
。

次
に
、
「虚
偽
の
陳
述
に

対
す
る
告
発

の
件
」
で
す

が
、
第

７
回
委
員
会

で
の

「情
報
漏
洩

し
た
と

さ
れ

る
資
料
、
ま
た
は
、
そ
の
コ

ピ
ー
を

一
般

に
公
開
し
た

こ
と
は
な
く
、
誰
か
に
見

せ
た

こ
と
も
な
く
、
平
成

２４
年
１２
月
１３
日

の
後
、
市

長

・
副
市
長
と
今
回
の
情

報
漏
洩

の
件

に
つ
い
て
協

議
し
た

こ
と
は
な

い
」
と

い
う
証
言
は
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
７
項

の

「虚
偽

の
陳
述
を
し
た
」
と

判
断
し
、
告
発
す
る
こ
と

に
、
賛
成
多
数

で
決
定
し

ま
し
た
。

次

に
、
副
市
長

に
対
し

て
は
、
「虚
偽
の
陳
述
に
対

す

る
自
白

に
該
当
す

る
」

と
判
断
す
る
か
ど
う
か
で

す
が
、
第
５
回
委
員
会

で

の

「経
過
説
明
を
受
け
る

以
外

で
、

１２
月
１４
日

に
Ｆ

Ａ
Ｘ
送
信
さ
れ
た
契
約
締

結
伺
を
受
け
取

っ
た

こ
と

も
見
た

こ
と
も
な

い
」
と

い
う
証
言
は
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
７
項

の

「虚
偽
の
陳
述
を
し
た
」
と

判
断
す
る
が
、
第
９
回
委

員
会

で
の

「資
料
は
持

っ

て
お
り
ま
す
」
「１２
月
１３
日

の

一
般
質
問
以
降
、

１２
月

‐６
日

の
前

に
も

ら

っ
た
」

と

い
う
証
言
は
、
自
白

に

該
当
す
る
と
判
断
す
る
こ

と

に
、
賛
成
多
数

で
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
自
治
法
第

１
０
０
条
第
９
項

の
た
だ

し
書
き

「虚
偽

の
陳
述
を

し
た
選
挙
人
そ
の
他

の
関

係
人
が
、
議
会

の
調
査
が

終
了
し
た
旨

の
議
決
が
あ

る
前
に
自
白
し
た
と
き
は
、

告
発
し
な

い
こ
と
が
で
き

る
」
と

い
う
規
定
が
あ
り
、

第
５
回
委
員
会

で
の

「経

過
説
明
を
受
け
る
以
外
で
、

‐２
月
１４
日

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

さ
れ
た
契
約
締
結
伺
を
受

け
取

っ
た

こ
と
も
見
た

こ

と
も
な

い
」
と

い
う
証
言

は
、
地
方
自
治
法
第
１
０

０
条
第
７
項

の

「虚
偽

の

陳
述
を
し
た
」
と
判
断
し
、

告
発
す
る
こ
と

に
は
、
賛

成
少
数

で
あ
り
、
告
発
し

な

い
こ
と

に
決
定
し
ま
し

た
。以

上
が
、
本
特
別
委
員

会
と
し
て
、
議
会
と
し
て

告
発

の
必
要
性
が
あ
る
か

ど
う
か
協
議
を
行

っ
た
最

終
的
な
結
論
で
す
。

第
１６
回
（１２
月
１１
日
）

中
間
報
告

の
内
容
等

に

つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し

た
。

今
後
は
…

誠

に
不
本
意
な
が
ら
、

本
来

の
調
査
目
的
と
は
か

け
離
れ
た
地
方
自
治
法
第

１
０
０
条
第
９
項

の
規
定

に
基
づ
き
、
証
言
拒
否
、

記
録

の
提
出
拒
否
、
虚
偽

の
陳
述

に
よ
り
、
告
発

の

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
精
力

的
且

つ
詳
細

に
わ
た
り
調

査
を
続
行
し
、
再
発
防
止

の
観
点
か
ら
、
情
報
漏
洩

に
関
す
る
全
容

の
解
明
及

び
市

の
対
応

に
つ
い
て
、

鋭
意
調
査
を
進
め
る
予
定

で
す
。

15 議会だよりかまし(31号 )



産

業

建

設

委

員

会

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

昨
年
Ｈ
月
に
、
岐
阜
県
瑞
浪

（み
ず
な

み
）市

へ
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

人
口
は
約
４
万
人
、
面
積
は
１
７
５
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で
す
。

当
市
は
、
企
業
誘
致
活
動
と
し
て
、
独

立
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
や
岐

阜
県
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
市
内
初
の

産
業
団
地
の
事
業
化
を
実
現
さ
せ
、
平
成

‐７
年
に
約
２６
ヘ
ク
タ
‐
ル
の

「瑞
浪
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン

・
パ
ー
ク
」
を
整
備
し
、
平

成
２０
年
３
月
に
は
、
譲
渡
お
よ
び
賃
貸
借

契
約
に
よ
り
完
売
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
で
は
、
事
業
の
経
緯
、
用

地
買
収
や
団
地
整
備
の
経
過
、
市
が
行

っ

た
用
地
交
渉
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
を
中
心
に
視
察
を
行

い

ま
し
た
。

研修を受ける委員

民

生

文

教

委

員

会

太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い
て

昨
年
Ｈ
月

に
、
群
馬
県
太

田
市

へ
行
政
視
察
を
行

い
ま

し
た
。

同
市
は
、
早
期
か
ら
太
陽

光
発
電

の
導
入
と
そ
の
普
及

拡
大
を
図
り
、
地
球

に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

平
成
２４
年

７
月

に

「お
お

た
太
陽
光
発
電
所
」
を
開
設
し
、

自
ら
電
気
を

つ
く
る
自
治
体

と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

同
発
電
所
は
、
発
電
出
力

‐
・
５
メ
ガ
ヮ
ッ
ト
で
、
年
５
５

０
０
万
円
の
リ
ー
ス
契
約
で

パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
売
電
額
は
、

設
置
後
１
年
間
で
１
億
円
を

記
録
し
て
い
ま
す
。

同
市
は
、
こ
の
後
市
内
２
カ

所
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
も
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
ほ

か
、
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
家

庭
に
も
市
内
で
使
え
る
金
券

を
報
奨
金
と

し

て
支
給

し
、

自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促

進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

おおた太陽光発電所

総

務

財

政

委

員

会

フ
ー
ド
バ

レ
ー
構
想

に

つ

い
て昨

年
Ｈ
月

に
、
静
岡
県
富

士
宮
市

へ
行
政
視
察
を
行

い

ま
し
た
。

富
士
宮
市

で
は
、
市
が
有

す
る
多
種
多
様
な
食
資
源
と

い
う
自
然
環
境

の
優
位
性
を

「富
士
宮
な
ら
で
は
」
と
い
う

視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
そ
う
と
、
平
成
１６
年
に

「食
」

を
生
か
し
た
産
業
振
興
と
市

民
の
健
康
づ
く
り
を
提
唱
し
、

食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

「フ
ー

ド

バ
レ
ー
構
想
」
を
推
進
さ

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
「富
士
宮
や
き
そ
ば
」

を
活
か
し
た
ま
ち
お
こ
し
に

つ
い
て
は
、
平
成
１３
年
か
ら

９
年
間

で
４
３
９
億
円
、
そ

し
て
現
在
で
は
７
０
０
億
円

も

の
経
済
波
及
効
果
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

今
回

の
視
察

で
は
、
地
元

食
材
を
通
じ
て
、
産
業

の
振

興
を
図
り
、
地
域
食
材

の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
、
食

に
関
す

る

こ
れ
ま

で
の
取
り
組

み
、

そ
し
て
今
後

の
方
向
性
を
中

心
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

研修を受ける委員
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